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看護学部　概要

名 称
学部及び学科
総 定 員
修 業 年 限
学 位

資 格
設 置 主 体
開 校
敷 地 面 積
住 所
電 話 番 号
ホームページアドレス

国立看護大学校
看護学部看護学科
400人（1学年100人）
4年
独立行政法人大学改革支援・学位授与機構から学士（看護学）の
学位が授与されます。
看護師、助産師（選択）の国家試験受験資格が得られます。
国立研究開発法人国立国際医療研究センター
平成13年4月
約48，000㎡
〒204-8575　東京都清瀬市梅園1丁目2番1号
042-495-2211（代表）
http://www.ncn.ac.jp
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■案内図　国立看護大学校（東京都清瀬市梅園1-2-1）

●池袋からのアクセス・・・西武池袋線「池袋駅」から約30分
●新宿からのアクセス・・・JR山手線「新宿駅」から「池袋駅」乗り換え約45分
　　　　　　　　　　　　　都営大江戸線「新宿駅」から「練馬駅」乗り換え約50分

【西武池袋線「清瀬駅」までの所要時間】

【西武池袋線「清瀬駅」から「国立看護大学校」までの所要時間】
●西武池袋線「清瀬駅」南口から徒歩15分
●西武池袋線「清瀬駅」南口②乗場より西武バスにて5分
　「複十字病院」で下車。
　西武バスは、「久米川駅行」、「下里団地行」、「花小金井駅行」または「所沢駅東口行」が
　あります。
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国立看護大学校教育理念等
1　教育理念
多様な文化、歴史、価値観を有する人間存在の理解とともに、深い洞察力と共感に基づいて、
生命の尊厳と自由を貴ぶ倫理観を基盤とした専門的看護を実践し、日本はもとより国際社会にも
広く貢献できる看護職を育成することを基本とする。

2 　教育目的
国立高度専門医療研究センター等において政策医療に携る看護職の育成を目的とする。
基本的な看護学の修得に加え、がん、循環器病、精神・神経疾患、成育医療、長寿医療等の
高度先駆的医療の一翼を担う基礎的能力や、国際医療協力あるいは災害時等の特殊な状況下にお
いても適切に看護活動が実践できる能力を育成する。
また、これらの能力の基盤となる強い使命感や倫理観、他職種との円滑な連携がとれる柔軟な
思考力、表現力の育成をはかるとともに、政策医療分野の看護研究を行うための基礎的能力を育
成する。

3 　アドミッション・ポリシー
看護職は高い倫理性を求められる職業であり、日々進歩している医療に対応するためには、自
学自習を続けることが必須である。また、人々を理解し、寄り添い、柔軟に対応できる能力も期
待されている。本学では、これらの能力を4年間にわたって切磋琢磨できる以下のような人材を
求めている。
（１）人間を総合的に理解するための努力と、社会に対する幅広い関心を持ち、人々の健康の維

持・増進に貢献する意欲を有し、心身ともに健康である。
（２）科学的思考、論理的思考ができ、それらを自分の言葉で的確に表現することができる。
（３）知識や経験に基いて事象を考察することができ、新規の事態に対しても応用しようとする

柔軟な思考ができる。
（４）多様な人々との連携に必須であるコミュニケーション能力を有している。
（５）誠実で、かつ積極的に学習する習慣が培われている。
以上の能力を評価するために、客観式学力検査（国語、英語、数学、理科）および個別面接を
実施する。高等学校における化学基礎、生物基礎、生物の学習内容が理解できていることが、入
学後の人体の構造や機能に関連する科目の修得に不可欠である。

4 　教育目標
（１）高度な臨床看護実践能力を身につけるために必要な基礎知識、技術、態度を養う。
（２）国際医療協力において看護職として必要な基礎知識、技術、態度を養う。
（３）国立高度専門医療研究センター等における将来の幹部看護職員として必要な基礎的知識を

修得する。
（４）国立高度専門医療研究センター等における臨床看護研究を推進するための基盤となる知識

を修得する。
（５）看護の質的向上を図るため、将来、看護教育を担うための基盤となる基礎的知識を修得する。

5 　育成しようとする能力
（１）豊かな人間性に基づき、深く人間を理解し、看護職としての使命感、倫理観のもと、人々

の健康に貢献できる。
（２）人々の生活状況や環境、相互関係の中で健康現象を捉え、必要かつ適切な看護が提供できる。
（３）看護の対象となる人々の個別性や状況に応じて創造的に考え、適切な看護を提供できる。
（４）医療チームの一員として、他職種と連携を保ちつつ、看護の専門能力を発揮できる。
（５）看護に関わる情報を活用し、看護方法等を検討、研究することができる。
（６）がん、循環器病、国際感染症等の政策医療において、将来、リーダーシップを発揮できる。
（７）国際的な視野を持ち、コミュニケーション能力に優れ、将来、開発途上国支援や災害援助

等の場面で国際的に貢献できる。
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平成30年度看護学部学生募集要項

1　募集人員
　本学看護学部の入学者選抜は、一般選抜により行い、募集人員は100名です。  

学部 学科 入学定員 一般選抜

看護学部 看護学科 100名 100名

なお、特別選抜（推薦入学・社会人特別選抜・帰国子女特別選抜等）及び編入学者の選抜につい
ては、実施しません。

2　出願資格
本学看護学部に出願することができるのは、次のいずれかに該当する者とします。
（１）高等学校又は中等教育学校を卒業した者及び平成30年 3 月卒業見込みの者
（２）通常の課程による12年の学校教育を修了した者及び平成30年 3 月修了見込みの者
（３）外国において学校教育における12年の課程を修了した者及び平成30年 3 月31日までに修了
見込みの者、又はこれらに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの

（４）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程又は相当する課程を有するものとして認定又は
指定した在外教育施設の当該課程を修了した者及び平成30年 3 月31日までに修了見込みの者

（５）文部科学大臣の指定した者（高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者）
（６）高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程に
よる大学入学資格検定に合格した者を含む）及び平成30年 3 月31日までに合格見込みの者

（７）本学において、個別の出願資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があ
ると認めた者で、平成30年 3 月31日までに18歳に達する者

  注）平成30年度大学入試センター試験の受験は必要としません。

3　出願手続
（１）出願期間及び方法

平成30年 1月11日（木）～ 1月26日（金）（ 1月26日消印有効）
出願手続は、郵送のみ（書留速達郵便）とし、出願期間内に本大学校事務部教務課あて送
付してください（ 1月26日以降の消印のものは、受理しません）。

（２）出願書類
志願者は下記の出願書類を本学所定の出願用封筒に入れて、書留速達郵便にて送付してく
ださい。
なお、本学では、平成32年度より英語資格・検定試験スコアによる入学者選抜試験の実施
を検討しています。これまでに取得された級あるいは得点がありましたら、その証明書等の
コピーの提出をお願いします。
証明書等のコピーの提出は任意であり、この得点によって合否の判断は致しません。
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出願書類 摘　　要 備考

① 入学志願票

本学所定の用紙に、必要事項を記入してください。
記入にあたっては、「記入例」 8ページ以降を参考にしてください。
高等学校等コード及び現住所都道府県コードは、別冊「高等学校等コ
ード表・都道府県コード表」を参照してください。

② 受験票
本学所定の用紙に、必要事項を記入し、写真（縦4cm×横3cm、上半
身、脱帽、正面向、出願前 3ヶ月以内に単身撮影したもの。
裏面に氏名を記入すること）を貼付してください。

③ 写真票
本学所定の用紙に、必要事項を記入し、写真（縦4cm×横3cm、上半
身、脱帽、正面向、出願前 3ヶ月以内に単身撮影したもの。
裏面に氏名を記入すること）を貼付してください。

④ 入学検定料

25,000円
（銀行振込に限る。ゆうちょ銀行・郵便局は不可。）
振込期間　　平成30年 1月11日（木）～ 1月26日（金）
※出願期間は平成30年 1月11日（木）～ 1月26日（金）（消印有効）
本学指定の振込依頼書を使用してください。
振込依頼書は、太字で囲まれている「ご依頼人」欄に必要事項（志願
者本人名義）をすべて黒ボールペンで正確・明瞭に記入し、切り離さず
銀行窓口へ持参してください。
振込依頼書の受取人は「国立研究開発法人国立国際医療研究セン
ター」となります。
振込を済ませたら、必ずその場で取扱金融機関の出納印が押されてい
ることを確認してください。
銀行窓口で返還された書類のうち振込受付証明書（お客さま用）を検
定料納入票に貼付してください。
（注 1）銀行窓口での振込（電信扱い）に限ります。
　　　　ゆうちょ銀行・郵便局は利用できません。
　　　　また、ATM（現金自動預払機）は利用できません。
（注 2）振込手数料は志願者本人の負担となります。
（注 3）取扱金融機関の出納印をもって本学の領収とします。
　　　　領収書はあらためて発行しませんので振込金（兼手数料）受取

書は大切に保管してください。
　　　　なお、「振込受付証明書（お客さま用）」を紛失した場合、代

わりに「振込金（兼手数料）受取書」を検定料納入票に貼付し
てください。

（注 4 ）納入された検定料の返還請求ができるのは、検定料を誤って二重
に振込んだ場合のみです。

　　　　それ以外の場合は、いかなる理由があっても返還しません。
［返還請求の方法］
本学事務部教務課（看護学部入試担当）へお問い合わせく
ださい。

（出願書類一覧）
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⑤ 調査書

文部科学省所定の様式により出身高等学校長又は中等教育学校長が作
成し、厳封したものを提出してください。
平成24年3月以前の卒業者で調査書が得られない場合には、卒業証明
書に加えて成績証明書又は単位修得証明書をもって調査書に代えること
ができます。
これらの証明書が提出できない場合は、卒業証明書に加えて学校長か
らの「成績証明書、単位修得証明書を発行できない旨の文書」を提出し
てください。
なお、被災等により、出身学校長の調査書が得られない場合は、事前
に「10 問い合わせ先」に連絡し、その指示に従ってください。
また、外国において、学校教育による12年の課程を修了した者又はこ
れに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの、国際バカロレア資格取得
者、アビトゥア資格取得者、フランス共和国におけるバカロレア資格取
得者、文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の学科を修了した
者及び高等学校卒業程度認定試験合格者（旧規程による大学入学資格検
定に合格した者を含む）については、当該資格を証明する書類並びに当
該試験等の成績証明書を提出してください。

⑧
国籍等、在留資
格及び在留期間
を明示した住民
票の写し

日本国籍を有しない者は、市区町村長が交付する国籍等、在留資格及
び在留期間を明示した「住民票の写し」を提出してください。

該当者
のみ

⑦ 出願資格
認定書

本学出願資格審査の認定を受けた者は、出願資格認定書を提出してく
ださい。

該当者
のみ

⑨ 受験票等返信
用封筒

本学所定の封筒に受験票返信先の郵便番号、住所、氏名を明記し、
672円分の切手を貼付してください。

⑩ あて名票 本学所定の用紙に合格通知書等送付先のあて名（郵便番号、住所、氏
名）を明記してください。

出願書類 摘　　要 備考

⑥
英語資格・検
定試験スコア
証明書の写し

英語資格・検定試験として、実用英語技能試験・GTEC　CBT・
GTEC  for STUDENTS ・TEAP・TOEFL  iBT・TOEICテスト・その
他検定試験等を過去に受験した方は、本学所定の封筒に必要事項を記入
の上、そのスコアあるいは級の証明書コピーの提出をお願いします。ス
コアの取得期限はありません。

該当者
のみ
（任意）
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（３）出願上の注意
①　提出書類に不備がある場合は受理しません。
②　受理した出願書類は、どのような理由があっても返還しません。
③　出願書類を受理した場合は、受験番号を付した受験票及び受験に関する注意事項等を志
願者に受験票等返信用封筒により平成30年 2月1日（木）を目途に一括して返送します。
④　平成30年 2月5日（月）までに受験票が到着しない場合は、直ちに本学事務部教務課（看
護学部入試担当）までお問い合わせください。

4 　入学者選抜方法
第 1次試験（学力検査）及び第 2次試験（面接）を行います。
第 1次試験（学力検査）の合格者に対して第 2次試験（面接）を行い、入学者を選抜します。

（１）第 1次試験（学力検査）
①試験期日
平成30年 2月10日（土）
②試験科目及び時間

教　科 科　　　目 出題方法等 時間（分） 配点

国　語 国　　　語
「国語総合」を出題範囲とし、
近代以降の文章を出題する。
古文、漢文は出題しない。

60 100

外国語 英　　　語

「コミュニケーション英語
Ⅰ」、「コミュニケーション
英語Ⅱ」、「英語表現Ⅰ」を
出題範囲とする。
リスニングは実施しない。

60 100

数　学 数学Ⅰ・数学A 「数学Ⅰ」と「数学Ａ」のそれぞれを出題範囲とする。 60 100

理　科 化学基礎・
生物基礎・生物

「化学基礎」、「生物基礎」、
「生物」の内容を出題範囲と
する。

80 120

　全科目受験しなければ不合格となります。
試験室入室　午前 8時00分～午前 8時50分
試験時間　　午前 9時10分～午後 4時00分

③試験会場
国立看護大学校（東京都清瀬市梅園 1-2-1）
注）試験室については、受験票送付時に指定します。

（２）第 2次試験（面接）
第 1次試験（学力検査）の合格者に対して、面接を実施します。
①試験期日
平成30年 2月18日（日）
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②試験時間
午前 9時30分～午後 5時00分
集合時間は、第 1次試験合格発表時にお知らせします。
③試験会場
国立看護大学校（東京都清瀬市梅園 1-2-1）

5 　合格発表
（１）第 1次試験（学力検査）の合格発表

平成30年 2月16日（金）午後 2時頃
国立看護大学校本館棟前（東京都清瀬市梅園 1-2-1）に合格者の受験番号及び第 2次試験

（面接）の集合時間等の案内を掲示します。
なお、インターネットのホームページ上に合格者の受験番号及び第 2次試験（面接）の集
合時間等の案内を掲載します。
合格発表のアドレスについては、第 1次試験当日にお知らせします。
また、第１次試験結果の合否については、郵送による通知は行っていません。

（２）最終選抜試験合格者の発表
平成30年 2月22日（木）午後 2時頃
国立看護大学校本館棟前（東京都清瀬市梅園 1-2-1）に合格者の受験番号を掲示するとと
もに、第 2次試験（面接）受験者には試験結果を送付します。
　なお、インターネットのホームページ上に最終合格者の受験番号を掲載します。
　合格発表のアドレスについては、第 2次試験当日にお知らせします。

（３）合否の問い合わせ
第 1次試験、第 2次試験とも電話等による合否の問い合わせには一切応じられません。

6 　入学手続
合格者は、所定の期日までに手続に必要な書類と入学料振込受付証明書とを一括し、郵送（書

留速達郵便）又は持参により入学手続を行ってください。
（１）入学手続の場所

国立看護大学校事務部教務課（看護学部入試担当）
郵便番号204－8575
東京都清瀬市梅園 1－2－1

（２）入学手続期間
平成30年 2月23日（金）～ 3月2日（金）
郵送の場合は 3 月2日（金）必着とします。
持参の場合は 3 月2日（金）までとし、受付時間は午前 9時から午後 5時までと

します。（但し、土日を除く）
（３）入学手続に必要な書類

①　受験票
②　誓約書、保証書（用紙は合格者に送付します）
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③　出願時において平成30年 3 月卒業見込み又は修了見込み等の見込みにより受験した者
は、卒業証明書（原本）又は卒業証書（写）（入学手続期間内に間に合わない場合は、
申し出により本学の許可を得て後日の提出とします）
④　その他詳細については、合格発表時に通知します。

（４）納付金
入学料　282,000円（予定）
本学指定の振込依頼書（合格者宛送付）を使用してください。
納入された入学料は、入学手続終了後、いかなる理由があっても返還しません。

（５）留意事項
①　本学が指定した期間中に入学手続を行わなかった者は、入学辞退者として取り扱いま
す。
②　入学手続終了後、高等学校を卒業できない等の事由が生じた場合は、合格を取り消し
ます。
③　提出書類、入学料振込依頼書、その他詳細については、合格通知とともに合格者あて
　に送付します。

7 　追加合格
入学定員に欠員が生じた場合は、追加合格の通知を行います。
（１）追加合格通知の方法

追加合格は、入学志願票に記載の「連絡先」へ電話により通知します。
（２）追加合格通知の期間

平成30年 3 月2日（金）午後 5時から 3月30日（金）午後 5時までの間
（３）入学手続

追加合格者の入学手続は、電話連絡の際に日時及び場所を指定します。

8 　学費・学生生活等
（１）授業料

年額　535,800円（予定）
授業料については、入学後の30年度に前期・後期に分けて徴収します。
なお、授業料は予定額であり入学前又は在学中に改定される場合があります。
また、入学選抜試験において特に成績優秀だった者については、1年次の授業料の前期分
が免除される場合があります。

（２）諸経費
　教科書、参考書、実習（海外実習を含む）、予防接種、学生損害・賠償責任保険等の諸
経費が必要となります。
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（３）学生生活等
①　奨学金制度
学業成績が優秀であり、経済的な理由で修学が困難な学生のために、地方公共団体と
その他の奨学金制度があり、本人の願い出により選考の上、採用されます。
なお、独立行政法人日本学生支援機構（旧日本育英会）の奨学金制度は、適用されま
せん。

②　その他
本学には学生寮はありませんので、自宅又はアパート等からの通学となります。

9 　個人別成績の開示
本学では、入学者選抜試験に係る個人別成績に関して、受験者本人（但し、入学者は除く）
から開示の請求があった場合に限り、次により第 1次試験（学力検査）の教科別得点を開示し
ます。
（１）請 求 者　受験者本人（但し、入学者は除く）に限ります。
（２）請求期間　平成30年 4 月9日（月）から 5月31日（木）（土日祝日は除く）
（３）請求方法　本学事務部教務課 ( 看護学部入試担当 ) へ、封書（表面に「個人別成績開示請求」

と朱書したもの）に以下の①～③の必要書類等を同封し郵送してください。（ 5
月31日消印有効）
①　国立看護大学校看護学部看護学科入学者選抜試験に係る個人別成績開示請求書注）

②　受験票
③　392円分の切手を貼付して宛先を明記した返信用封筒（定形封筒（長形 3号））

（４）開示方法　国立看護大学校看護学部看護学科入学者選抜試験に係る個人別成績開示通知書
を返信用封筒により郵送します。

注）「国立看護大学校看護学部看護学科入学者選抜試験に係る個人別成績開示請求書」は、
本学ホームページ（http://www.ncn.ac.jp）からダウンロードしてください。（Adobe 
Reader 7.0以上が必要です）

10　問い合わせ先

国立看護大学校　事務部教務課（看護学部入試担当）
郵便番号 204－8575
東京都清瀬市梅園 1－2－1
電　話　042－495－2211（代表）
内　線　5110、5112、5114
E-mail　nyushi@ncn.ac.jp
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出願資格及
び出身学校

志 願 者
現 住 所

都道府県
コ ー ド

年 月

（志望動機）

（注）1　志願者本人が自筆で記入してください。
　　　2　黒のインク（ボールペンでもよい）で丁寧に記入してください。
　　　3　＊印の欄は記入しないでください。

年 月

連 絡 先
電話①

自宅
携帯
その他

電話②

電話③

受験番号
＊

生 年 月 日

年 月

歳男・女

性 別 年 齢（ H30.4.1現在 ）

フ リ ガ ナ

フリガナ

〒 －

氏 名
（漢 字）

（ローマ字）

志 願 者 姓 名

設 置
1
2
3
4

国 立
公 立
私 立
その他

1
2
3
4

全 日制
定時制
通信制
その他

1
2
3
4

普通科
理数科
農業科
工業科

5
6
7

商業科
総合学科
その他

（ ）

都道
府県

学校所在地

高等学校等コード

学校名（正式名称） 学 科 課 程

昭和
平成

昭和
平成

卒業（修了）

卒業（修了）見込

合格

1　高等学校又は中等教育学校
2　高等専門学校
3　高等学校卒業程度認定試験
4　その他（　　　　                 　　　　　）

※日中必ず連
絡のとれる電
話番号を２つ
以上記入する

（　　　　　　　）
（　　　　　　　）

自宅
携帯
その他

（　　　　　　　）
（　　　　　　　）

自宅
携帯
その他

（　　　　　　　）
（　　　　　　　）

※高等学校等
卒業後からの
学歴及び職歴

履 歴

年 月 日

平成30年度　　国立看護大学校 看護学部
入 学 志 願 票

（記載しないこと）

（既卒者・・・大学、予備校、就職等該当者は記載すること）

コクリツ

トウキョウト　シンジュクク　トヤマ

ハナコ
11

30 3

18

162 ●●●●

4 2

Kokuritsu Hanako

国　立

本人

母

東京

1　3　●　●　●　J

1　3

梅園高等学校

東京都新宿区戸山●－●－●

03　　 ●●●●　 ●●●●

080　　 ●●●●　 ●●●●

090　　 ●●●●　 ●●●●

花　子

記入例
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記入上の注意事項

出願書類は、すべて正確に記入し、＊印欄は記入しないでください。

氏 名
フ リ ガ ナ
性 別
生 年 月 日
年 齢

⑴氏名は、戸籍上の姓・名を漢字とローマ字で記入し、フリガナは、
カタカナで記入してください。
⑵性別は該当するものを○で囲んでください。
⑶生年月日を記入し、年齢は、平成30年 4月 1日現在の満年齢を記入
してください。

出 願 資 格
及 び
出 身 学 校

⑴出願資格は、該当する項目の数字を○で囲んでください。「 4　その
他」に該当する場合は、（　）内に出願資格を正確に記入してくだ
さい。
⑵卒業（修了）、卒業（修了）見込、合格の年月を記入するとともに
該当項目を○で囲んでください。
⑶出身学校の学校名を略さずに正式名称で記入してください。
⑷出身学校の設置、学科、課程については、該当する項目の数字を○
で囲んでください。
　高等学校等コードは、別冊「高等学校等コード表」によるコードを
枠内に記入してください。
⑸出身の高等学校等の学校名が変更となった場合は、変更後の「高等
学校等コード」「学校名」を記入してください。
　また、廃校となった場合は、その高等学校の所在していた都道府県
の「上記以外の高等学校等」のコードを記入してください。

志 願 者
現 住 所

志願者の現住所を記入し、別冊「都道府県コード表」による都道府
県コードを枠内に記入してください。

連 絡 先

⑴自宅の電話番号、日中必ず連絡のとれる電話番号を 2つ以上記入し
てください。
⑵連絡先へは、出願書類等の照会、追加合格の通知等を行いますので、
その記入に当たっては十分考慮してください。なるべく志願者本人
の携帯電話も記入してください。

履 歴

⑴高等学校等卒業後から出願時までの学歴及び職歴を記入してくださ
い。
⑵高等学校卒業以外の者も、これに準じて記入してください。
⑶記入欄が不足する場合は、別紙（氏名付記）にて提出してください。

志 望 動 機 国立看護大学校を志望した動機を、具体的に記入してください。
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平成 30 年度　国立看護大学校 看護学部
受　　験　　票

（裏）なし

記入例

平成 30 年度　国立看護大学校 看護学部
写　　真　　票

受験上の注意

1 ．本票は常に携帯し、試験中は机の所定の位置に置いて

ください。

2．受験中に、係員の指示に従わなかったり、不都合の

行為があると認めたときは、受験を中止させます。

なお、必要がある場合は手をあげてください。

3．試験の期日・時間は次の通りです。

　・第 1次試験（学力検査）

　　　平成 3 0 年 2 月 1 0 日（土）

　　　　午前 9時 1 0 分～午後 4時 0 0 分

　　　　（試験室入室　午前 8時 0 0 分～午前 8時 5 0 分）

　・第 2次試験（面接）（第 1次試験合格者のみ）

　　　平成 3 0 年 2 月 1 8 日（日）

　　　　午前 9時 3 0 分～午後 5時 0 0 分

受験上の注意

1 ．本票は常に携帯し、試験中は机の所定の位置に置いて

ください。

2．受験中に、係員の指示に従わなかったり、不都合の

行為があると認めたときは、受験を中止させます。

なお、必要がある場合は手をあげてください。

3．試験の期日・時間は次の通りです。

　・第 1次試験（学力検査）

　　　平成 3 0 年 2 月 1 0 日（土）

　　　　午前 9時 1 0 分～午後 4時 0 0 分

　　　　（試験室入室　午前 8時 0 0 分～午前 8時 5 0 分）

　・第 2次試験（面接）（第 1次試験合格者のみ）

　　　平成 3 0 年 2 月 1 8 日（日）

　　　　午前 9時 3 0 分～午後 5時 0 0 分

（裏）
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入学者選抜試験に関する問い合わせ先

国立看護大学校　事務部教務課（看護学部入試担当）

郵便番号204－8575
東京都清瀬市梅園1－2－1
電　話　042－495－2211（代表）
内　線　5110、5112、5114
E-mail　nyushi@ncn.ac.jp



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 100
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


